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香
か

肌
はだ

奥
おく

伊勢
いせ

資源化
しげんか

広域
こういき

連合
れんごう

の構成
こうせい

３町
ちょう

３町の人口と世帯
せたい

数（家
いえ

の件数
けんすう

） 令和7年10月31日時点

町　名 多気町 大台町 大紀町

地域名 多気地域
たきちいき

勢和地域
せいわちいき

人　口 13,471 9,327 4,144 8,084 7,050 28,605

世帯数 5,753 3,975 1,778 4,043 3,765 13,561

１年間のごみの量（令和7年4月1日～令和8年3月31日） （単位：㎏）

町
ちょう

　名
めい

／ごみ種別
しゅべつ

燃
も

えるごみ 資源
しげん

ごみ 有害
ゆうがい

ごみ 粗大
そだい

ごみ 合　計

多気町 3,242,820 275,720 9,110 227,350 3,755,000

大台町 2,032,840 202,220 7,520 112,680 2,355,260

大紀町 1,828,480 167,340 6,860 135,640 2,138,320

合　計 7,104,140 645,280 23,490 475,670 8,248,580

※粗大ごみには火災による災害ごみも含まれています。

合　計

多気町、大台町、大紀町から、

香肌奥伊勢資源化プラザへごみが

入ってきます。



リサイクルプラザ

場内見取り図
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可燃
かねん

ごみ積
つ

み替
か

え施設
しせつ

プラットホームへ燃えるごみを投入 ごみピットへ入った燃えるごみを クレーンで搬出
はんしゅつ

口
くち

へ運搬
うんぱん

コンテナへ積んでいく。

クレーンでつかむ。

木製
もくせい

やプラスチック製
せい

の粗大
そだい

ごみは 三重
みえ

中央
ちゅうおう

開発
かいはつ

で焼却
しょうきゃく

処理
しょり

アームロール車に積
つ

み替
か

えて伊賀市
いがし

の 重機
じゅうき

を使
つか

ってならしていく。

ごみピット直投
ちょくとう

式の破砕機
はさいき

を通
とお

してごみピットへ 三重
みえ

中央
ちゅうおう

開発
かいはつ

まで運搬
うんぱん

香
か

肌
はだ

奥
おく

伊勢
いせ

エコ・ランド（最終
さいしゅう

処分場
しょぶんじょう

）

リサイクルプラザで処理
しょり

される資源
しげん

ごみや粗大
そだい

ごみから、リサイクルができないガラスや陶器
とうき

などの処理
しょり

残渣
ざんさ

を埋
う

め立
た

てる施設
しせつ

が、大紀町
たいきちょう

大内山
おおうちやま

にあります。



リサイクルプラザ

出口

入口

ふねん　　そだいしょりき

不燃・粗大処理機
うけいれ

受入ホッパ

かんるいはんそう

缶類搬送コンベヤ

こんごう　　とう

混合ごみ等
とうにゅう

投入スペース

※粗大ごみの受入は別棟のストックヤード（粗大ごみ置場）で行います。
　　 そだい　　　　　　 うけいれ　　 べつとう　　　　　　　　　　　　　　 　　　　そだい　　　　 　おきば

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

はさいまえきんぞくるい

破砕前金属類

とうきるい

ガラス・陶器類

かんるい るい

缶類、ビン類
いちじ ばしょ

一時ストック場所

あみ

網かご一時ストック場所

ぶんかい せんべつ

分解、選別スペース

てつるい

鉄類コンテナ

るいせんべつばしょ

ビン類選別場所

ぶんかい せんべつ

分解、選別スペース

は

ん

に

ゅ

う

し

ゃ

り

ょ

う

搬

入

車

両

しげん ふねんるい

資源ごみ、不燃類
にお

荷降ろしスペース

たいおう

１車ずつ対応

Ｂ

ふねんるいまえしょり

不燃類前処理スペース

ふねんるいまえしょり

不燃類前処理スペース

ふねんるいまえしょり

不燃類前処理スペース

ぶんかい せんべつ

分解、選別スペース



２．不燃類
ふねんるい

の選別
せんべつ

、破砕
はさい

処理
しょり

（Ｃゾーン）

　　２人
り

１組
くみ

で手選別
てせんべつ

を行
おこな

う。月曜日
げつようび

や水曜日
すいようび

等
とう

は量
りょう

が多
おお

いため、ヤードを２ヶ所
しょ

使用
しよう

することが多
おお

い。

　　手選別
てせんべつ

はリサイクルできる金属
きんぞく

、家電
かでん

、リサイクルできない可燃物
かねんぶつ

、埋立物
うめたてぶつ

等
とう

に分類
ぶんるい

する。手選別

　　できない混合
こんごう

ごみは破砕機
はさいき

で破砕
はさい

処理
しょり

（①）。

１．混合
こんごう

ごみの破砕
はさい

処理
しょり

（Ａゾーン）

　①手
て

選別
せんべつ

が難
むずか

しい混合
こんごう

ごみは不燃
ふねん

・粗大
そだい

処理
しょり

機
き

で破砕
はさい

し、

　　破砕
はさい

金属
きんぞく

（有価物
ゆうかぶつ

）と可燃物
かねんぶつ

に選別
せんべつ

。

　　　　②破砕機
はさいき

は中央
ちゅうおう

制御室
せいぎょしつ

でコトロールする。

　　　　　処理
しょり

後
ご

はピットへ投入
とうにゅう

。

　

　③その他
た

の粗大
そだい

ごみの処理
しょり

（Ｂゾーン）

　　基本
きほん

的
てき

に分解
ぶんかい

し、金属
きんぞく

、可燃物
かねんぶつ

、家電
かでん

類
るい

に選別
せんべつ

する。金属
きんぞく

（有償
ゆうしょう

）や家電
かでん

（逆
ぎゃく

有償
ゆうしょう

）はコンテナへ直投
ちょくとう

　する。（電線
でんせん

は切
き

り取
と

って、銅
どう

類
るい

として売却
ばいきゃく

）

　　そだい　　　　　　うけいれ　 べっとう　　　　　　　　　　　　　そだい　　　　 おきば

※粗大ごみの受入は別棟のストックヤード（粗大ごみ置場）で行います。

てせんべつ



３．缶
かん

類
るい

の圧縮
あっしゅく

処理
しょり

（Ｄゾーン）

　　異物
いぶつ

を取
と

り除
のぞ

き、ホッパへ投入
とうにゅう

する。コンベヤで選別機
せんべつき

へ送
おく

られ、スチール缶
かん

とアルミ缶
かん

に選別
せんべつ

される。

　　それぞれ圧縮
あっしゅく

処理
しょり

され、有価物
ゆうかぶつ

として売却
ばいきゃく

。

４．ビン類
るい

の選別
せんべつ

処理
しょり

（Ｅゾーン）

　　搬入
はんにゅう

されたビンは透明
とうめい

（白
しろ

）、茶
ちゃ

、その他
た

（青緑
あおみどり

や黒
くろ

）の３色
いろ

に手選別
てせんべつ

され、建屋
たてや

外
そと

のヤードへ運搬
うんぱん

し、フォーク

リフトを使
つか

って欠片
かけら

状
じょう

（カレット）に粉砕
ふんさい

する。その後
ご

、容器包装
ようきほうそう

リサイクル（逆
ぎゃく

有償
ゆうしょう

）のルートで引
ひ

き取
と

られる。



プラスチック類
るい

減容
げんよう

棟
とう

１．ペットボトル、プラスチック類
るい

はパッカー車
くるま

で収集
しゅうしゅう

２．作業台
さぎょうだい

で異物
いぶつ

を除去
じょきょ

３．コンベヤを通
とお

して圧縮機
あっしゅくき

を通
とお

り、直方体
ちょくほうたい

にペットボトル及
およ

びプラスチックが圧縮
あっしゅく

される。



　ストックヤード

（粗大
そだい

ごみ置
お

き場
ば

）

搬入
はんにゅう

車両
しゃりょう

の流れ

リサイクルプラザ

計

量

器

け

い

り

ょ

う

き

精

算

せ

い

さ

ん

室 し

つ

粗大
そだい

ごみコンテナ

たたみ ふとん

畳・布団

かぐとう

家具等

かぐとう

家具等



香肌奥伊勢資源化広域連合の処理の流れ

※逆有償とは…廃棄物を処理する際の取引において、排出側が処理側に支払う代金が上回る取引のこと。 

（圧縮梱包処理）

容器包装プラ類

有害ごみ 　（収集した資源物

　（電池、蛍光灯、
　　スプレー缶、ライタ
　　ー類）

　　　　を選別作業）

ペットボトル プラ・ペット処理施設

リサイクルプラザ

可燃ごみ 可燃ごみ積替施設 三重中央開発（伊賀市）

缶類

ビン類

鉄類・アルミ類・銅類

圧縮アルミ缶・圧縮スチール缶

ペットボトル

有価物として売却

プ ラ 類

有価物として売却

逆有償で取引

カレット（ビンを破砕したもの）

逆有償で取引

廃電池・廃蛍光管・スプレー缶・ライタ

処理委託

可燃ごみ処理委託

香肌奥伊勢資源化

プラザ

収
集
し
た
資
源
物
は
選
別
を
し
て
業
者
に
引
き
渡
し
再
資
源
化
し
ま
す
。


